
３
月
１
９
日
（
日
）
建
交
労
東
京
ト

ラ
ッ
ク
部
会
・
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
主

催
で
首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
２
９
台
・
参
加
者
５

１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
葛
西
ト
ラ
ッ

ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
合
し
、
出
発
前
に

「
大
幅
賃
上
げ
で
輸
送
の
安
全
を
」

「
送
料
無
料
反
対
」
「
適
正
運
賃
収
受

で
経
営
改
善
を
」
な
ど
の
横
断
幕
を
ト

ラ
ッ
ク
に
装
飾
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

決
起
集
会
が
行
わ
れ
、
主
催
者
代
表
の

挨
拶
で
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会
矢
島
部
会

長
（
豊
島
運
送
支
部
）
は
「
世
界
的
な

情
勢
不
安
に
よ
る
物
価
上
昇
・
燃
料
高

騰
で
国
民
生
活
や
中
小
企
業
経
営
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
運
送
業

界
に
お
い
て
は
、
２
０
２
４
年
問
題
が

差
し
追
っ
て
い
る
。
他
産
業
よ
り
長
い

労
働
時
間
や
低
い
賃
金
で
、
そ
の
た
め

に
起
き
て
い
る
人
手
不
足
問
題
を
解
決

す
る
に
は
、
労
働
時
間
を
短
縮
し
て
賃

金
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト
ラ
ッ

ク
運
輸
産
業
の
様
々
な
弊
害
と
な
る
外

的
要
因
を
取
り
払
い
、
適
正
運
賃
の
収

受
を
実
現
し
、
安
全
・
安
心
な
、
魅
力

あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
輸
産
業
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。
来
賓

の
挨
拶
で
は
首
都
圏
労
使
協
成
瀬
会
長

（
教
宣
文
化
社
代
表
取
締
役
社
長
）
東

京
地
評
屋
代
事
務
局
長
、
首
都
圏
交
運

共
闘
林
事
務
局
長
、
中
央
本
部
角
田
委

員
長
、
東
京
都
本
部
石
塚
副
委
員
長
よ

り
激
励
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
共
闘
ア
ピ
ー
ル
を
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク

部
会
奥
貫
部
会
長
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確

認
を
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
鈴
木
事
務
局

長
が
行
い
、
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
細
川

副
部
会
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
で
決
起

集
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
１
０

時
よ
り
パ
レ
ー
ド
に
出
発
し
宣
伝
カ
ー

と
共
に
列
隊
を
組
み
な
が
ら
走
行
。
途

中
、
葛
西
駅
前
で
は
東
京
春
闘
共
闘
の

仲
間
が
、
永
代
二
丁
目
交
差
点
で
は
東

京
都
本
部
の
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
駆
け
つ

け
、
横
断
幕
を
大
き
く
掲
げ
て
激
励
を

頂
き
ま
し
た
。
東
京
駅
～
銀
座
～
新
橋

を
経
由
し
、
浜
離
宮
庭
園
ま
で
、
約
２

時
間
か
け
て
都
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
パ
レ
ー
ド
は
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
【
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

事
務
局
長

上
村

誠
】

４
月
２
日
（
日
）
東
京
地
評
ラ
パ
ス

ホ
ー
ル
に
て
、
第
８
期
建
交
労
東
京
学

校
第
１
回
「
本
来
あ
る
べ
き
税
の
集
め

方
と
使
い
方
」
と
題
し
て
、
岡
田
俊
明

税
理
士
（
元
青
山
学
院
大
学
招
聘
教
授

・
元
全
国
税
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員

長
・
元
特
別
国
税
調
査
官
・
東
京
税
財

政
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
日
本
租
税

理
論
学
会
理
事
）
を
講
師
に
お
招
き
し

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の

出
席
含
め
１
９
名
の
参
加
で
し
た
。

公
平
な
税
金
の
負
担
と
は
「
応
能
負

担
」
の
原
則
に
あ
り
、
支
払
能
力
に
応

じ
た
負
担
と
な
る
。
所
得
税
で
い
え
ば
、

所
得
が
高
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
高
い
税
率
適
用

と
な
る
。
ま
た
、
人
間

が
生
き
る
た
め
に
必
要

な
生
活
費
に
税
金
を
か

け
な
い
「
生
活
費
非
課

税
」
の
原
則
が
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
所

得
税
は
、
最
高
税
率
が

７
５
％
で
あ
っ
た
も
の

が
、
現
在
は
４
５
％
と

半
分
近
い
水
準
と
な
り
、

本
来
誰
に
も
認
め
ら
れ

る
筈
の
「
基
礎
控
除
」

の
額
は
わ
ず
か
４
８
万

円
。
配
偶
者
・
扶
養
控

除
は
３
８
万
円
で
あ
り
、

標
準
世
帯
（
夫
婦
子
２

人
）
で
１
６
２
万
円
。

こ
れ
を
上
回
る
年
間
所

得
だ
と
課
税
の
対
象
と
な
る
た
め
、
日

本
の
税
制
は
原
則
に
ほ
ど
遠
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
ま
た
、
消
費
税
（
所
得
が

低
い
人
ほ
ど
負
担
増
と
な
る
逆
進
性
の

問
題
が
あ
る
。
）
に
よ
り
労
働
者
は
所

得
税
と
消
費
税
の
二
重
課
税
に
苦
し
ん

で
い
る
。
一
方
で
法
人
税
は
下
が
り
続

け
大
企
業
は
内
部
留
保
を
積
み
上
げ
、

労
働
者
の
負
担
（
搾
取
と
収
奪
）
で
蓄

積
さ
れ
て
い
る
。

本
来
あ
る
べ
き
原
則
と
憲
法
に
基
づ

く
税
制
の
必
要
性
を
訴
え
、
税
制
全
般

や
イ
ン
ボ
イ
ス
の
問
題
点
を
明
ら
か
と

す
る
内
容
で
し
た
。

第
２
回
：
５
月
１
４
日
（
日
）
１
４
時

「
職
場
組
織
の
運
営
と
組
合
民
主
主
義
」

講
師
：
中
央
本
部

足
立

浩
副
委
員
長

（
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会

部
会
長
）

東
京
地
評
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
（
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
）

【
都
本
部
書
記
長

遠
藤

晃
】
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３
・
１
９
東
京
・
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
開
催



４
月
４
日
（
火
）
、
三

多
摩
国
民
春
闘
共
闘
会
議

・
三
多
摩
労
連
は
立
川
駅

前
で
２
３
春
闘
勝
利
を
目

指
し
、
宣
伝
行
動
を
開
催

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
る
経
済
活
動
の
低
迷
、

ロ
シ
ア
プ
ー
チ
ン
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る

燃
料
費
の
高
騰
、
物
価
高

騰
、
円
安
な
ど
が
私
達
の

生
活
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

長
き
に
わ
た
っ
て
賃
金

が
上
が
ら
な
い
状
況
を
打

開
し
、
大
幅
な
賃
上
げ
を

勝
ち
取
る
事
が
必
須
の
２

３
春
闘
で
す
。
Ｊ
М
Ｉ
Ｔ
Ｕ
な
ど
各

労
働
組
合
の
代
表
は
「
大
手
企
業
で

は
大
幅
な
賃
上
げ
が
実
施
さ
れ
る
見

込
み
だ
が
、
日
本
の
企
業
の
多
く
は

中
小
企
業
。
本
格
化
す
る
中
小
企
業

の
賃
上
げ
交
渉
で
、
物
価
高
騰
を
上

回
る
賃
上
げ
の
実
現
を
目
指
そ
う
！

職
場
に
労
働
組
合
を
つ
く
り
、
一
緒

に
賃
上
げ
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
訴
え
、
通
勤
や
通
学
で
立
川
駅
前

を
行
き
交
う
人
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ビ

ラ
を
配
布
し
ま
し
た
。
建
交
労
東
京

か
ら
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

の
佐
々
木
仁
執
行
委
員
長
が
、
「
労

働
組
合
に
加
盟
し
会
社
と
対
等
に
交

渉
し
職
場
の
労
働
環
境
を
改
善
し
ま

し
ょ
う
！
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

賃
上
げ
が
出
来
な
く
と
も
、
福
利
厚

生
の
拡
充
な
ど
労
働
環
境
改
善
に
向

け
た
労
働
組
合
の
運
動
は
労
使
に
と
っ

て
大
変
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
引

き
続
き
職
場
で
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
！

建
設
業
界
で
技
術
者

と
し
て
働
く
仲
間
が
集

う
全
国
建
設
・
関
連
部

会
は
、
４
月
２
２
日

（
土
）
適
正
な
委
託
費

・
業
務
報
酬
の
実
現
、

完
全
週
休
２
日
制
の
実

現
な
ど
を
目
指
し
、
２

３
春
闘
学
習
決
起
集
会

を
リ
モ
ー
ト
で
開
催
し

ま
し
た
。
国
土
交
通
労

働
組
合
関
東
建
設
支
部

副
執
行
委
員
長
・
建
設

首
都
圏
共
闘
事
務
局
長

の
上
間
正
央
さ
ん
を
来

賓
に
お
招
き
し
、
建
設

業
界
や
国
交
省
な
ど
行
政
の
情
勢
に

つ
い
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。
各
職
場

か
ら
は
「
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

落
ち
て
い
る
」
「
技
術
者
へ
の
業
務

負
担
が
深
刻
化
し
て
い
る
」
な
ど
切

実
な
実
態
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
７

月
２
２
日
～
２
３
日
に
京
都
で
開
催

予
定
の
「
建
築
士
の
適
正
な
報
酬
実

現
を
目
指
す
第
３
回
建
築
設
計
交
流

集
会
」
を
成
功
さ
せ
る
べ
く
意
思
統

一
し
て
い
ま
す
。
【
全
国
建
設
・
関

連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】
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「
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
で
く
ら
し
は
限
界
、

物
価
高
騰
で
生
活
大
変
、
物
価
が
あ
が
っ

て
営
業
限
界
、
資
材
高
騰
で
仕
事
も
大

変
、
ガ
ソ
リ
ン
値
上
げ
で
困
っ
て
る
、

電
気
代
も
値
上
げ
で
生
活
厳
し
い
。
な

の
に
増
税
ふ
ざ
け
る
な
！
軍
拡
増
税
反

対
！
ス
ト
ッ
プ
イ
ン
ボ
イ
ス
！
」
こ
れ

ら
切
実
な
要
求
を
掲
げ
、
要
求
実
現
ア

ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
・
東
京
土
建
一

般
労
働
組
合
は
「
も
う
黙
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
！
生
活
危
機
突
破
３
・
２
８
決

起
集
会
」
を
日
比
谷
野
公
園
大
音
楽
堂

で
開
催
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
山
添

拓
参
議
院
議
員
な
ど
が
来
賓
に
駆
け
つ

け
、
国
民
が
生
活
に
苦
し
ん
で
い
る
時

に
軍
拡
増
税
な
ど
あ
り
得
な
い
と
訴
え

ま
し
た
。
各
組
織
の
代
表
が
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
り
、
建
交
労
か
ら
は
中
央
本
部

角
田
委
員
長
が
登
壇
し
ま
し
た
。
「
消

費
税
の
減
税
な
ど
の
具
体
策
を
と
ら
な

い
岸
田
政
権
に
は
も
う
期
待
出
来
ま
せ

ん
、
選
挙
に
行
こ
う
！
政
治
を
か
え
よ

う
！
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
集
会

を
締
め
く
く
り
、
そ
の
後
銀
座
デ
モ
で

沿
道
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
賛
同
団

体
：
東
京
地
方
労
働
組
合
評
議
会
、
全

国
商
工
団
体
連
合
会
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
反
対
連
絡
会
、
全
京
都
建
築
労
働

組
合
、
福
岡
県
建
設
労
働
組
合
、
熊
本

県
建
築
労
働
組
合
、
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン

実
行
委
員
会
（
千
葉
土
建
・
埼
玉
土
建

・
東
京
土
建
・
神
奈
川
土
建
・
神
奈
川

建
設
労
連
・
国
交
労
組
・
建
交
労
）

４
月
７
日
（
金
）
、
全
国
ト
ラ
ッ
ク

部
会
主
催
４
・
７
統
一
行
動
の
取
り
組

み
と
し
て
、
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
、

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
流
通
セ
ン
タ
ー
駅
と

品
川
駅
港
南
口
で
宣
伝
行
動
を
実
施
し

ま
し
た
。
神
田
支
部
３
人
、
豊
島
運
送

支
部
１
人
、
浅
井
分
会
１
人
、
井
住
運

送
支
部
１
人
、
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王

新
労
組
）
２
人
、
都
本
部
１
名
、
全
体

で
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

小
雨
の
降
る
中
、
朝
７
時
よ
り
東
京
モ

ノ
レ
ー
ル
流
通
セ
ン
タ
ー
駅
で
声
出
し

宣
伝
と
ビ
ラ
・
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を

配
布
し
ま
し
た
。
声
出
し
宣
伝
で
は
、

ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
実
態
と
２
４
年
問
題
、

送
料
無
料
反
対
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

約
１
時
間
で
、
配
布
物
約
３
０
０
個

を
配
布
し
、
通
勤
中
の
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー

ル
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、
８
時
半
頃

か
ら
品
川
駅
港
南
口
で
流
通
セ
ン
タ
ー

駅
同
様
に
広
報
活
動
と
し
て
音
出
し
宣

伝
を
行
い
、
駅
を
利
用
す
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
中
心
に
、
７
０
０
個
の
テ
ッ
シ
ュ

・
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
１
時
間
で
配

布
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
最
終
的

な
配
布
物
の
個
数
は
、
１
０
０
０
個
を

数
え
、
足
を
止
め
て
う
っ
た
え
を
聞
い

て
下
さ
る
人
や
、
「
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
」

な
ど
と
、
声
を
か
け
て
下
さ
る
方
も
お

り
、
小
雨
の
降
る
中
大
変
で
し
た
が
、

ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
現
状
や
、
働
く
者
の

労
働
実
態
を
含
め
、
知
っ
て
頂
け
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
宣
伝
活
動
を
継
続
し
、
労

働
環
境
の
見
直
し
に
繋
げ
ら
れ
た
ら
良

い
と
思
い
ま
し
た
。
【
東
京
ト
ラ
ッ
ク

部
会

事
務
局
長

上
村

誠
】

適正な業務報酬の実現と長時間労働の是正を！魅力ある建設

業界を目指して 全国建設・関連部会２３春闘学習決起集会

■５月１日（月）第９４回中央メーデー

１０時～／代々木公園

第９４回三多摩メーデー

１２時～／井の頭公園西園陸上競技場

■５月３日（水）憲法集会１２時半～

／有明防災公園（有明駅、国際展示場駅）

※人数制限無し

■５月６日（土）平和行進１２時～

／東京夢の島公園 第五福竜丸展示館前

■５月７日（日）平和行進９時～

／港区立芝公園（芝公園駅）

組合掲示板


